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矢作川流域の現状と課題
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●●　空から見た矢作川流域

矢作川河口部

乙川合流点下流

明治用水頭首工と鵜の首狭窄部 豊田市街地周辺

越戸ダム周辺

矢作ダムと奥矢作湖周辺

上村川と水源の山々

干潮時に現れる干潟

117km

1830k㎡

幹川流路延長

流　域　面　積

安城市



●●　地形と勾配
矢作川は、西の猿投台地・碧海台地と東の三河高原に挟まれている。

N

安城市



●●　地質
地質は、主として風化しやすい花崗岩で脆弱である。



ブナ・ミズナラ群落ブナ・ミズナラ群落

スギ・ヒノキ植林スギ・ヒノキ植林

アカマツ・モチツツジ群落アカマツ・モチツツジ群落

コナラ・クリ群落コナラ・クリ群落

クロマツ植林クロマツ植林

●●　山地の植生
山地の植生は、スギ・ヒノキの人工林が多い。

出典：矢作川流域管理計画調査報告書より引用



●●　年間平均降水量の分布
年間平均降水量は、豊川に隣接する流域の東側の山間部で２０００mm以上と多い。

統計期間：平成５年～平成１４年



●●　社会情勢の変化
矢作川流域は、自動車産業に代表される全国で
も屈指の製造業で知られ、工業出荷額は全国の
約6％を占め、さらに、年々増加傾向にある。この

活発な経済の発展に伴い、人口は増加している。
　また、第二東名高速道路、東海環状自動車道
等の整備が行われており、広域アクセス向上によ
る地域の益々の発展が期待されている。
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●●　流域の自然公園
流域は、国定公園や県立自然公園が点在するなど自然豊かである。



【ブロック計画図】

乙川上流ブロック
ホタルの里を育む水辺空間

矢作古川ブロック
水と緑のやすらぎ空間

●●　矢作川水系河川環境管理基本計画（平成２年策定）
「きらめく水辺、豊かな郷土　～美河づくりを目指して～」

矢作川上流ブロック
清流とふるさとの文化に
ふれあうまちづくり空間

矢作川中流ブロック
人と川と歴史との出会いの空間

矢作川下流ブロック
豊かな水面とのふれあい空間

○矢作川の原点「美河」の継承

○活力と安らぎを育む

○流域の歴史と文化にふれあい、学ぶ

○上・下流を結ぶきずなの創造

『基本理念』


